
2026 年度第 3回 TA セミナー 

「伝える」と「伝わる」の違いを考える 

―クリエイティブライティングを通して考える表現と支援― 

 

○目的：TA 活動では、グループワークやディスカッション、文章作成の支援など、学

生自身の考えを引き出し、言語化を促す場面が多くある。しかし、学生にとって、自分

の考えをその場で整理し、他者に伝わる形で表現することは必ずしも容易ではない。本

セミナーでは、短詩型のクリエイティブライティングを題材として、「何を残し、何を

削るか」「書き手の意図と読み手の受け取り方にはどのようなずれが生じるか」を体験

的に考え、クリエイティブライティングを、単に創作を楽しむ活動としてではなく、自

分の考えを選び取り、他者に伝えるためのひとつの方法として捉える。さらに、書き手・

読み手双方の立場を経験したうえで、TA として学生の発言や文章に対し、正解を提示

するのではなく、学生自身の意図を引き出し、読み手としての反応を返しながら、表現

や思考を支援する方法について考える。 

 

○日時：2026 年 11 月 5 日（木）16：30～17：30 

○場所：学生プラザ 1 階（東広島キャンパス） 

○対象：クリエイティブライティングを用いた教育活動に興味がある方 

（文理・学年などは問わない） 

○定員：３０名程度 

○開催言語：日本語 

〇開催形態：対面 

○プログラム（予定）： 

16:30∼16:40  本セミナーの説明とクリエイティブライティングの活用例 

16:40∼17:00 ミニワーク「あなたの研究を短歌で表現してみよう」 

17:00∼17:15 ミニワーク「『伝える』ための指導を考える」 

17:15∼17:30 まとめ・質疑応答  

 

○申し込みフォーム：https://forms.cloud.microsoft/r/KhxDKwEhJ7  

申込締切：11/4 (水) 12:00 まで 

〇問い合わせ先：教育学習支援センター capr@hiroshima-u.ac.jp  


